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産学連携部門 部門長 石黒雅照 産学官連携業務全般
イノベーション育成 教授 山名和男 新規プロジ、ェクト企画立案担当
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氏名 現 職 毎週・ 新規・ 雇用期間担当の区分 集中の別 継続の別





H22. 3. 31 
客員教授 北陸電力闘 H21. 4. 1 
2 (MOT講座） 久和 進 取締役副社長 集中 継－継
～ 
H22. 3. 31 
客員教授 立山科学グループ先進技術開発 日21.4. 1 
3 (MOT講座） 斉藤潤二 センター 取締役センター長 集中 継－継
～ 
H22. 3. 31 
客員教授 側スギヨ H21. 4. 1 
4 （研究指導） 野田文雄 常務取締役・開発本部長・ 毎月 継－継
～ 
品質管理部長 H22. 3. 31 
客員教授 日21.8 1 




授業科目及び 氏名 現 職担当の区分
客員教授




















H21. 4. 1 
毎月 継－継 ～ 
H22. 3. 31 
H21. 4. 1 
毎月 継－継 ～ 
日2.3. 31 
日21.10. 1 
集中 新規 ～ 
H22. 3. 31 
H21. 10. 1 
集中 新規 ～ 
H22. 3. 31 
日21.4. 1 
毎月 新規 ～ 
H22. 3. 31 
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展示・講演活動
行事名 場所 主催者 各イベントの狙い 展示件数 講演件数
4月 22日～24日 第21回最新科学機器展／ 吹上ホール
フジサンケイビジネスアイ 技術革新の基礎を支える研究開発支援機器である「科学機器」と，広い分野で社会活動を支える「計量
4件第9回計量計測総合展 （名古屋市中小企業振興会館） （日本工業新聞新社） 計測機器jの中部・東海地区で最大の3年に一度の展示会
2009 BIO Atlanta. Georgia 
18日～21日 INTERNATIONAL Georgia World 独立行政法人 日本貿易振興機構 世界最大のバイオ産業見本市 2件
5月
CONVENTION Congress Center 
昭和38年（1963年）に76のメーカーが集まり第 l回が開催。本年で47回目。
21日～23日 ME X金沢2009 石川県産業展示館 社団法人石川県鉄工機電協会 昭和59年には特許庁の博覧会指定を受け，地方を代表する総合的な機械工業見本市に成長。伝統文化と 2件 2件第47回機械工業見本市金沢 （金沢） ハイテク技術が集積する金沢
6月 20日～21日 第8回 産学官推進会議 国立京都国際会議場 内閣府，総務省，文部科学省，経済産業省，日 全国の官学（3,000名程） 0件本経済団体連合会， 日本学術会議 産は殆ど不参加
本フォーラムは，全250を超える講演を3日間開催。ライフサイエンスに関する研究成果発表や技術講演
1日～3日 第8回国際バイオフォーラム 東京ピックサイト リードエグジピションジャパン株式会社 を通じ，シーズ発掘やライセンシングに関する商談が数多く生まれるなどまさに産学官・研究分野の垣 3件
7月 根を越えた情報交換・人的交流が行われるアジアでも有数のバイオフォーラムとして注目が集まっているO
9日 コラボ産学官富山支部セミナー カナルパークホテル コラボ産学官富山支部 富山大学／富山県立大学より共同研究対応教員2名＋ CDによるセミナーを実施 2件 2件
8日～11日 応用物理学会特別展示ブース 富山大学工学部 社団法人応用物理学会 応用物理学会秋期講演会において展示ブースを作った。（岡田先生よりリエゾンオフィスにポスター依頼 1件有り）
16日～18日 イノベーションジャパン 東京国際フォーラム 独立行政法人科学技術振興機構，独立行政 大学の研究成果が社会に還元され日本を活性化する原動力となることを目指し研究シーズと企業ニー 3件（有楽町） 法人新エネルギー 産業技術総合開発機構 ズとの出会いの場を提供する「大学見本市J
9月
ジャノfンロボットフェステイ 富山産業展示館 ロボットインフォメーションテクノロジーの理解促進を通した地域と産業の活性化。青少年への科学や26日～27日 パル2009 in TOY AMA （テクノホール）
ジャパンロボットフェスティパル委員会 ものづくりへの興味，関心の育成 3件
30日 シーズ・プレゼンセッション ANAホテル金沢 ほくりく健康創造クラスター，北陸ものづ 北陸地域クラスター創成を目的に3県の大学を中心に研究成果・シーズを発表，ものづくり創成協議会会 3件くり創生協議会 員企業とのマッチングを図る。
5日～6日 北陸－東海8大学シーズ・特 名古屋大学 特定非営利活動法人バイオものづくり中部 中部経産主導，三重大学が旗振り。東海北陸圏の8大学が名古屋で出展。特許庁の大学支援の一環 2件許の説明・展示会 名古屋大学産学官連携推進本部
7日～9日
ノTイオジヤノ〈ン2009 ワール
パシフイコ横浜 バイオジャパン組織委員会 各企業・自治体・大学・海外クラスター・研究施設が一堂に介し最新の製品／サービスや研究成果を発表 9件ドビジネスフォーラム
国立大学学技法術人大富学山院大大学学国，富立山大県学立法大人学北，陸
8日 JST新技術説明会 JSTホール 先端科学 ， ，独 大学，公的研究機関およびJSTの各種事業により生まれた，研究成果の実用化を促進。 4件 4件（市ヶ谷） 立行政法人国立高等専門学校機構富山高等 対象は未公開特許
専門学校，独立行政法人科学技術振興機構
10月 北陸技術交流テクノフェア 福井県産業会館 平成2年より開催の北陸最大規模の産学官の交流会。企業，大学・両等専門学校，公設試験場・研究機関，支22日～23日 技術交流テクノフェア実行委員会 援機関等が持つ優秀な技術，製品を一堂に展示実演し，その製品開発力，加工技術などを紹介。また， lf牛2009 ( 2小間） （福井） 会場内で商談会開催。
23日 しんきんビジネスフェア
石川県産業展示館 社団法人北陸地区信用金庫協会，しんき 北陸の多種多数の企業，経営者の参加による出展， PR。産のニーズと学のシーズのマッチングを実現。
4イ牛（金沢） んピジネスフェア実行委員会 大手企業との個別商談の場を提供
23日～24日 とやま ITフェア 富山国際会議場 社団法人富山県情報産業協会 富山県情報産業協会主催。昨年に引き続き『IT利活用による「元気とやま」の創造を目指して』をテー 2件（富山） マに，企業の経営戦略を構築するセキュリテイ・内部統制・IPネットなどを主としたフェア
28日 高岡開町400年イベント 高岡テクノドーム 品岡市，高岡商工会議所，北陸銀行，大垣 東海北陸自動車道全線開通による商圏拡大を目指し，東海北陸地区の企業を中心に新たなビジネスチヤ 2件東海北陸ビジネスマッチング 共立銀行 ンスの創出と相互交流を図ることを目的に「高岡開町400年記念事業」として開催
12日 FITネット 福井県産業会館 （槻福井銀行，（掬北園銀行 （掬富山第一銀行 北陸の地銀連合「FITネット」（北国・福井・富山第一）が東海地区の地銀3行（16，名古屋， 105）と協 2件（福井） 力した共同商談会。取引先600社参加。 170社展示ブースを開設。
11月
アグリビジネス創出フェア 農林水産省主催。生産者，産業界，研究者，行政部局等の関係者が一堂に会する機会を設け，技術シー
25日～27日 幕張メッセ（千葉） 農林水産省 ズとニーズに関わる幅広い人・情報の交流を通じて，食と農林水産の未来を拓く新たな連携の芽を育てる 6 イ牛2009 べく，技術交流展示会
12月 2日～4日 SEMICON JAPAN 2009 幕張メッセ（千葉） SEMI 半導体ビジネスを未来へ導くキープレイヤーと技術が集結する，世界最大の半導体装置・材料の国際展示会 1件




イベント参加件数： 20件 講演件数： 9件，展示技術件数：延べ57件
展示技術内訳
機械・加工・組立分野： 7件電気・電子分野： 3件情報分野： 3件材料・化学分野： 5件
医療・福祉分野： 6件 バイオ・環境・エネルギ一分野： 33件
•6-3 イベントの活動紹介
6-3-1 コラボフェスタ2009















































































































































3. 9月9日制場所：津沢商工会 技術相談： l件
4. 9月9日側場所：砺波商工会議所 技術相談：なし
5. 9月14日（月） 場所：高岡商工会議所 技術相談： 9件
10月2日後） 場所：富山大学 技術相談： 1件
6. 9月16日制場所：魚津商工会議所 技術相談： 2件
9月24日（木） 場所：富山大学 技術相談： l件
7. 9月26日（土） 場所：黒部商工会議所 技術相談：なし
8. 9月30日制場所：滑川商工会議所 技術相談：なし




開催場所：オークスカナルパークホテル富山（富山市牛島11-1 TEL 076 -433 -1122) 





















出願番号：特願2008-50824 （出願日： 2008.2. 29) 
発明者：丹保豊和（大学院理工学研究部・准教授），柴田幹（技術専門員）
出願人：富山大学




2 -4 参加者：講演会（20名） 懇親会（16名）
3. 第3回 8月7日（金）
3 -1 TRE Cの紹介芸術文化学部 教授前田一樹


















5 -2 “弱翠の考古学” 人文学部准教授高橋浩二
5 -3 “劣化した社会インフラに立ち向かう超音波技術”
大学院理工学研究部（工学系）教授三原 毅






6 -3 “無償の技術がもたらすビジネスモデル” 経済学部教授内田 康郎
6 -4 参加者：講演会（24名），懇親会（19名）
6-3-4 北陸アカデミア新技術説明会
開催日時： 2009年10月8日（木） 12: 30～17: 00 

































日 時：平成21年6月20日（土） 9 : 00～20 : 15 21日（日） 9 : 00～12: 30 
場 所：国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）






特別講演「Innovationof social structure to make harmonious coexistence with the 

















団法人日本能率協会）と同時開催され 双方合わせて571小聞に344社・団体（大学 ・TLO 71，公
設試 23，公的団体・ NP 0 64）の出展があった。来場者は，昨年の2倍以上の22,877名であった。













6 -3 -8 2009 BIO International Convention 
BI O国際見本市は毎年アメリカで開催される世界最大
のバイオ系産業見本市である。 2009年は5月19日（刈から21





































6 -3 -10 東海北陸地区ビジネス・マッチングフェア























6-3ー 1 第5回 FITネット商談会

























6-3ー 13 アントレプレナーセミナーならびに講演会（詳細はV8 L年報）
O外国人研究員講演会
1. 第l回
日 時：平成21年5月28日（木J 13 : 30～15: 00 
場 所：工学部大会議室
講 師： SmurutiRanjan Mohanty教授（プラズマ物理研究センター，インド）
講演題目：「DischargeProduced Plasma Source for EUV Lithography」
2. 第2回
日 時：平成21年6月24日制 10:30～11 : 30 
場 所：工学部大会議室
講 師： Gary]. Shiflet教授（ヴァージニア大学，アメリカ）
講演題目：「ImprovedToughness and Phase Studies inBulk Amorphous Steels and Other Metal 
AlloysJ 
3. 第 3回
日 時：平成21年7月23日（木J 13 : 30～14: 30 
場 所：工学部大会議室
講 師：郷勇教授（Prof.Yong Zou）中国・山東大学熱科学技術研究所
講演題目：「Effectof microstructure on the Friction Properties of the Electroless Ni-P Deposit」
4. 第4回
日 時：平成21年9月4日（金113 : 30～14: 30 
場 所：工学部大学院実験研究棟
講師： E.M.El-Maghraby
講演題目：「N02detection by W03 nanospheres and the effect of Au doping」
5. 第5回
日 時：平成21年10月13日（刈 10:30～12: 00 
場 所：工学部大会議室
講 師：カリン・ダニエル・マリオアラ氏
講演題目：「Newinsights into precipitation in Al-Mg-Si (-Cu) alloys」
6. 第6回




講演題目： PromotionalEffect of La20s and Ce02 on Ni/y由AbOsCatalysts for C02 Reforming of CH4 
0第一回プロジ、エクト研究特別講演会
日 時：平成21年10月16日（金） 13 : 00～14: 30 
場 所：工学部大会議室
講師： Dr.WayneD. Hutchison氏





























































































































































































































































































































































JST NEDO 県市町村 その他機関
シー ス シー ス 育成 イノベー エコ 若手 新製品・ 国補正・ 厚労省・事業名 A-STEP ンヨン イノベー ものづくり 福祉発掘A 発掘B 研究 実用化 ンョン グランド 新技術創出 助成 ロボット
応募 63 5 4 2 1 1 1 9 4 1 件数
















9 : 00～12: 00 講義l 疲労強度設計の基礎（1）…疲労破壊の基礎破壊力学の基礎
13: 00～17: 00 実習 l 疲労試験…疲労試験法の説明 回転曲げ疲労試験
2月16日（刈
9 : 00～12: 00 講義2 疲労強度設計の基礎（2）…疲労寿命予測疲労強度に及ぼす影響因子
13: 00～16: 00 実習2 実験結果のまとめと破面解析S”N曲線の作成 フラクトグラフイ
16: 00～17: 00 総合討論







第1, 2回（8 /26, 91 2) 産業政策論1' 2 
第3, 4回（9 /9, 9/16) 会社経営と技術管理1' 2 
第5, 6回（9 / 30,10 / 7 ) 新規事業企画と研究開発1' 2 
第7, 8回（10/14,10/21) 企業会計1' 2 
第9'10回（10/28,11/ 4) 知的財産の活用 1' 2 
第1,12回（11/11,11/18) 事業展開と適用法規1' 2 
第13,14回（11/25,12/ 2 ) ベンチャー起業1' 2 
第15, 16回（12/9, 12/16) 企業倫理と企業統治1' 2 

















































































































第1回 第一章 プラズ、マとは何か（物質の第4態，電離気体，自然界のプラズマ…） 升方
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第2回 第二章 プラズマの生成（電離過程，放電の生成） 升方
第3回 第三章 プラズマ中の衝突過程（衝突過程，弾性衝突，クーロン衝突） 升方
第4回 第三章 プラス、マ中の衝突過程（非弾性衝突電離・励起・衝突断面積） 升方
第5回 第四章 プラズマの性質（速度分布関数，デパイ遮蔽） 升方






第12回 プラズマ気相反応を用いた各種応用 l 堤井
第13回 プラズマ気相反応を用いた各種応用 2 堤井
第14回 レーザープロセシング 1 （吸収過程，物質との相互作用） 中井


























第5回 切削加工の基礎と応用 I 山田
第6回 切削加工の基礎と応用E 山田
第7回 特殊加工の基礎と応用 I 小原
第8回 特殊加工の基礎と応用E 小原
第9回 超音波による加工層評価の基礎と応用 I 三原
第10回 超音波による加工層評価の基礎と応用E 三原



































第11回 環境調和型材料I （多環芳香族化合物除去触媒） 田畑
第12回 環境調和型材料I （多環芳香族化合物除去触媒） 田畑


















































第7回 分子構造解析実習 1 熱分析法
第8回 分子構造解析実習2 核磁気共鳴装置
第9回 分離・分析その l 誘導結合プラズマ発光分光分析の基礎と応用
第10回 分離・分析その2 クロマトによる分離・分析の基礎と応用
第11回 分離・分析・構造解析その l LC-MS/ MS 
第12回 顕微形態分析その l 走査型電子顕微鏡の基礎と応用







第4回 暗号技術（公開鍵暗号） DH型公開鍵配送法， RSA暗号，楕円曲線暗号
第5回 暗号技術（秘密鍵暗号） DES, AES, Feistel構造， SPN構造
第6回最新の暗号技術 ヴェイユ対，双線形性，量子暗号
第7回認証， PKI 認証方式， PKI概論
第8回伝送方式 誤り訂正符号など
第9回 TCP/ IP (1) OSI参照モデルと TCP/IP
第10回 TCP/ IP(2) ネットワークの構成要素
第11回 コンピュー タ・ウイルス Computer Virusの実態
































第8回 実習 abinitio法による化学反応 IRや UVスペクトルのシミュレーション 吉村
第9回 振動・波動のシミュレーション，講義l 佐藤
第10回振動・波動のシミュレーション 講義2 佐藤
第11回 振動・波動のシミュレーション，実習 l 佐藤
第12回振動・波動のシミュレーション 実習2 佐藤
第13回最近のシミュレーション技術 西
第14回 HPC (high performance computing）の現在l 西












第2回 アルミニウムの溶解鋳造技術 YKKAP 新瀬 誠





























































第8回 プリント配線板の概要 トッパンNECサー キットソリュー ションズ





































































































H20年度の活動を開始した TRECはその名を Takaokaから発信をする 伝統技能の課題の根源







































2005年 2006年 2007年 2008年 2009年
発明件数 47 68 53 50 43 
出願件数 32 41 36 36 34 
登録件数 2 5 7 6 4 












2005年 2006年 2007年 2008年 2009年
(2) 実施許諾・譲渡（平成21年度は4月～12月分）
実施許諾 I 17年度 I is年度
件数｜ s I 6 










































1 薄膜トランジスタとその製造方法 特開2009-206388 
2 信号分配器及びその設計方法 特関2009-200609 
3 二重自己整合プロセスによる多重チャネル自己整合トランジスタ W02009/031377 
4 薄膜積層体及びそれを用いた有機トランジスタ W02008/ll 7579 
5 平面構成マイクロ波信号多分配器 W02008/062754 
6 有機EL材料薄膜の形成および装置 特開2008-153185 
7 二種の移相器を持つ伝送線路型・集中定数型ウイルキンソン・デバイダ 特開2008-017159 







14 軽金属複合材料の製造方法及びこの方法で得られた軽金属複合材料 特開2008-200711 
15 磁気浮上装置並びに磁気浮上方法 特開2007-084338 
16 磁気反発支持回転機 特開2007-060818 
17 電解加工方法および電解加工装置 特開2007-021632
18 磁性アルミニウム複合体 特開2006-257513 
19 反発形磁気浮上ユニット及びユニットを用いた搬送システム 特許3864227
20 レーザスペックルによるナノメートル変位測定方法と装置 特開2008-045922 
21 羽毛状晶アルミニウム合金鋳塊及びその鋳造方法 特開2008-000775 
22 Al-Mg-Ge系のアルミニウム基合金及びそれを用いたアルミニウム合金材 特開2007-302952 
化学
23 オクタエチルポルフイリン誘導体からなる分子機能素子 特開2008-162993
24 オクタエチルポルフイリン誘導体 特開2008-024692 
25 パラジウム錯体及びその製造方法，触媒並ぴに反応方法 再表2007/026490
バイオ・ライフサイエンス
26 アレルギー性疾患のバイオマーカーおよびその利用 W02009/081854 
27 レーザードップラー血流測定方式及び装置 W02009/ /081883 
28 免疫グロプリン IgAクラススイッチング剤 W02009/054321 
29 X線発生装置 特開2009-17034 7 
30 類似植物体および生薬同定用 DNAマイクロアレイ 特開2009-118776
31 脳由来神経栄養因子の発現誘導剤および発現誘導方法 特開2009-084271 
32 皮膚カテプシンの分析方法，皮膚の光ストレスの判定方法およびそのためのキット 特開2009-210411 
33 フェニルアラニンセンサ及びフェニルアラニン測定方法 特開2009-069085 
34 X線発生装置 特開2009-054562 
35 キサンチン系薬剤の効果増強方法および増強剤 特開2009-046394 
36 乾燥羊膜からなる医用代用膜 w 02008/10284 7 
37 プロスタノイドDPl受容体作動物質によるタキキニン NKl受容体の発現抑制 特開2008-73001
38 培養重層上皮シートの作製方法 特開2008-199972 
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39 フィルム電極及び該フィルム電極を用いた低侵襲センサ 特開2008-209219 
40 手術用クリップ 特開2008-194220 
41 ヘリコバクター・ピロリ菌由来の新規抗原，抗原組成物およびピロリ菌抗体の検出方法 特開2008-189648
42 プロスタノイドDPl受容体作動物質によるタキキニン NKl受容体の発現抑制 特開2008-189619
43 乾燥羊膜からなる眼表面の再建用医療材料 特開2008-036345 
44 X線発生装置 特開2008-084852 
45 アロデイニアの惹起方法および評価方法 特開2008-073001 
46 腫蕩マーカー 特開2008-035836 
47 酸化還元物質の信号増幅検出方法及びその測定装置 特開2008一020373
48 注意欠陥多動性障害のモデル動物 特開2008-005731
49 乾燥羊膜及び羊膜の乾燥処理方法 特開2007-054015 
50 植物培養方法及び植物培養装置 特開2007-330219
51 酵素活性の測定方法およびその測定用試薬キット 特開2007-267680 
52 整理ケース及び整理方法 特開2007-255896 
53 アルツハイマー型記憶障害の予防・改善剤 特開2007-230938 
54 感染症起因菌の迅速同定方法 W02007 /097323 
55 光反応基を利用したパニング法 W02007 /083793 
56 抗原特異的リンパ球の検出方法および調製方法 W02007 /055226 
57 細胞ゲル化物，細胞アレイの作製法および高集積の組織アレイ作製システム W02007 /010924 
58 リンパ管新生評価系 W02007 /013517 
59 生体アミンの分析方法 特開2006-280201 
60 移乗作業支援器具 特開2006-247131 
61 網膜周皮細胞由来の細胞増殖抑制因子 特開2006-238844 




64 2 －アリー ル－ 2 －フルオロアルカン酸及びそのエステル並びにそれらの製造方法 再表2006/049211
65 神経団路網形成により神経変性疾患を治療する漢方処方 w 02006/068155 
66 血糖値予測装置，血糖値予測モデル作成装置，およびプログラム 特開2005-328924 





69 鉄棒練習具 特開2009-240337 
70 FT合成用触媒及びFT合成方法 特開2009-106863 
71 信号解析方法，信号解析装置，及び信号解析プログラム W02009/038056 
72 ガスセンサーおよびその製造方法 特開2008-286704 
73 金属含有廃液の処理方法 特開2008-149309
74 液体酸素を観察する実験器具 特開2008-068157
75 金属の分離方法，および金属の回収方法 特開2007-297653 
76 光触媒型太陽光電池 特開2007-234451 
77 ホルムアルデヒドの測定方法 特開2007-218866 
78 金属の分離回収方法 特開2006-328468 
79 表面情報取得装置及び表面情報取得方法 特開2008-015280
80 表面電荷量計測装置及び表面電荷量計測方法 特開2008-014832 
81 重金属固定化材及び重金属固定化方法 特開2006-223569 




























タイトル 内 容 5葺 師
薬とビジネス 医薬品ビジネスにおける知的財産権の役割 高柳昌生
研究活動と知的財産 研究成果の権利化について考える 金田佳己
特許法の基礎I～ E 発明から特許取得まで 特許権者の利益 大谷嘉一
意匠・商標 医薬品におけるデザイン及びネーミングの重要性 大谷嘉一
不正競争防止法 営業秘密・信用の保護など不正競争防止法の実例 佐貫大三郎





















































1 株式会社シキノハイテック 12 エヌアイシー・オートテック株式会社







































番号 法人名 番号 法人名
1 株式会社インテック 23 津根精機株式会社
2 コーセル株式会社 24 富山化学工業株式会社富山事業所
3 三協立山アルミ株式会社 25 コマツNT C株式会社
4 株式会社新日軽北陸製造所 26 北陸電機製造株式会社
5 株式会社スギノマシン 27 アイシン軽金属株式会社
6 大平洋製鋼株式会社富山製造所 28 三菱レイヨン株式会社富山事業所
7 株式会社タカギセイコー 29 中越合金鋳工株式会社
8 武内プレス工業株式会社 30 タカノギケン株式会社
9 立山科学工業株式会社 31 富山合金株式会社
10 日産化学工業株式会社富山工場 32 立山マシン株式会社
11 日医工株式会社医薬開発センター 33 株式会社KEC
12 第一ファインケミカル株式会社 34 セト電子工業株式会社
13 北陸電気工業株式会社 35 日本高周波鋼業株式会社富山製造所
14 北陸電力株式会社 36 日本海ガス株式会社
15 YKKAP株式会社 37 株式会社アライドマテリアル
16 株式会社リッチェル 38 株式会社日本抵抗器製作所
17 株式会社富山富士通 39 株式会社富山銀行
18 株式会社でんそく 40 株式会社ユニゾーン
19 株式会社別川製作所 41 エヌアイシ・オートテック株式会社
20 田中精密工業株式会社 42 ブラザー工業株式会社P&Hカンパニー
21 株式会社富山村田製作所 43 北酸株式会社
22 株式会社ゴールドウイン テクニカルセンター 44 株式会社高松メッキ
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番号 法人名 番号 法人名
45 株式会社北陸銀行 56 大平洋ランダム株式会社
46 株式会社シキノハイテック 57 テイカ製薬株式会社
47 株式会社東邦技研 58 株式会社不二越
48 三品エムイーシー株式会社 59 株式会社トヨックス
49 丸文通商株式会社富山支店 60 株式会社ヤマシタ
50 中村留精密工業株式会社 61 北電情報システムサービス株式会社
51 津田駒工業株式会社 62 株式会社マスオカ
52 目立ツール株式会社野洲工場 63 株式会社高岡ケージ工業
53 協伸熱処理工業株式会社 64 高岡信用金庫
54 大谷製鉄株式会社 65 カナヤママシナリー株式会社











？仁王ゴ 部局 職名 氏名
非常勤研究員
（ポスドク）
超軽量・フレキシブル化を日 教授 岡田裕之 継続
平成18年度
1 指した有機電子デバイスの応 工学部 准教授 中 茂樹 4年次
～ 





















4 Si上InSb量子井戸作製とそ 工学部 准教授 丹保豊和 カマセ・サラ 3年次
～ 
















6 可能なO価金属錯体触媒の開 工学部 ～ 
発と実用化














ナノスケールキ丑市哉制御による 教授 池野 進 カリン・ダニ
継続
平成20年度
7 ハイブリッド新材料の創製に 工学部 教授 松田健二 エル・マリオ ～ 










































































助教 横山 初 平成24年度
21世紀型社会生活を支えるフ 教授 樋口弘行 平成21年度
14 オトクス材料の開発研究（第 理学部 准教授 林 直人 新規 ～ 


















（客員） 研究期間ロ円 研究課題 続の別番
非常勤研究員？仁王ヨ 部局 職名 氏名 （ポスドク）
マイクロ・ナノ融合環境下で 教授 森田 昇 継続 平成19年度
の表面機能の発現・創生と体 工学部 准教授 山田 茂 ～ 16 
3年次
系化に関する研究 助手 高野 登 平成22年度
ヘテロ元素の特性を利用した
モハマド・チ 平成21年度アルコールから強力なアルキ 工学部 教授 吉村敏章 ャンミヤ・シ 新規 ～ 17 ル化剤に交換する試薬の開発
ェイク（新規 平成23年度と有機電子材料の創出
申請）
環境調和型有機合成を基軸と 堀野良和 継続 平成20年度助教
～ 18 した新規化学物質変換反応の 工学部 教授 黒田重靖 2年次 平成24年度創製
教授 堀田裕弘 平成21年度高品質な AVメディアに対 工学部 講師 稲積康宏 サザット・パ 新規 ～ 19 する客観評価モデルの開発 ルベス（継続 平成24年度助手 柴田啓司
申請）
会田哲夫 平成21年度集合組織を制御した成形加工 工学部
准教授 新規 ～ 20 性の良好な軽金属材料の開発 准教授 古井光明 平成25年度
機器分 小野恭史
平成21年度






















































































































































【開催日時】 平成22年2月10日嗣 18: 30～20: 30 
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